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1.序論
筆者は冒険お汗ブログラムを行う様々心

面で人間関係でのストレス;こ向き合ったニと
で，より深い人間関係を築くことができ，冒険
教育プログラムにおける対人ストレスの変容
過紅に興味をもった.そこで本研究では冒険教
育プログラムを行う l!1で参加者が感こる対人
関係のストレス内容を調べ，その問題相こ対し，
どのようなコーピンゲポ行われているが調査
を/-;t-:. 
2.研究方法
対象者‘ 2017年度 B大学野外スポーツコー

ス咋円実に参加した 3，4年次生，芳子 26
名， 女(え名， 許 34名

調査は草者独自が{十成した対人ストレスと
ー;ーピングに関寸る調査用紙を徒!甘い実習所i

l前日)・実習中 (2・4'6HH)・主習後(1 
ヶ月後)にアンケート調丘士夫施しに
3. 結果と考察
1) ストレスの変容

実習中;こ挙げられた社人ストレスを 9
分類し，自民引げた結果.，ストレス
日司:28， .1 11 :，よ し 6B H ' 20と日
ごとに減少vγる傾みられたa徐々
とまりが形げ〆班員とほ1わり

トレスポ;九九:γ) と考えら
種事.. 、 -班員の芹動 j

ノ刊2J，!班員とげ 1州主J，
多く挙げられてい丈/ン

々に減少してし、く持徴が{行j
λ数を比較した結莱，三~-，ll
の雰閉気や主If.員との相作，
どの周りを取り巻く環境に

レユ， ，工異たることが伺えた.
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男女グラス j、レス数を比較するために、 yj広山、
!人当たりの平均値による<^，l. ]'，! lζ、バ t検定
行った結果，手f，立な差がみりれ， (t 

二 2.284， ρに 0.5) . 女子Iい士 lj乃)]了子亡A にj:[ヒこ/'-'， 実i習守Iド
ご土り多《のス!ト、 ν スを!凶己ι~ t仁J てLい、-/ん♂~て，一

コ一ヒピCンクグ、イf傾侵改陶、Ur向p付1サ! 
ド研究では、コーどング内存ごと、下 (2001)

のポアτイブ関係コーピングj，「ネガ、ティブ
関1*:J とングJ，r解i夫先送りコーピングjを
i佐沼し，実干1iIrり叫んストレスニ1…ヒング志
つに分類しん

実習中では全H程で乏I'たコミ入し/スに実jし
て，ポジティプ関係、コーヒングを行う割台が 7
割以上であり，ネガティブや先送りに比♂こて非
常に高いことが明ら冷ゐこなった.

対人ストレス内容とコーピング掩類の関係
の傾向として，活動;こ対して積極的に取り組む
中でのストレスに対してli， iポジティブ関f系
コービング」ず、れわれており，活動に対して，
消極的な場合，ごお;ナるストレスには 1ネガティ
イ関係コーピング、J，「解決禿理めど7ーじング
ボ千rわれる傾向がみられた f列として，同じス
トレスが続くことや，ストレスの度行いが大き
過ぎることによって，コーとンク乙'.1日い付かず
にネガティブなコーとン句、、を行ってしまう特
徴がみられた.
4) 対人ストレスコーピング体験の影響

実習)11('，の対人ストレスに対して「ポジティ
ブ関係コーと。ングiを行勺た体験は，個人的成
長や他者への解などの成長に繋がる傾向，
みられたが，ドシノイプ関イ系コーとングJ
行えなかった体験で[土住者との関わりにウし、
て，マイナスな印象を持勺などのネガティゾな
結果に繋ぶってし、く傾向がみられた.
4.まとめ及び今後の課題
加藤 (2001)は日常生活でのストレスは Ij(要

性が低し解決先送りコ…ピングをとる傾が
生"報告しているが?本どれ177?プ、は、ス
トレスにすてポジティフ関係コーヒムグを
とる害い ji常に高いことから，冒険教プロ
グラムで:工亀多くの対人ストレスに関して¥よ
り積極rlJにコーピングする傾向があるこ去が
わかり，二 rJ)傾向が「個人的成長jや「他者へ
の理解一などの成長に繋がる効果を生み出して
し、るご考えられる.

福本 (1997)は対人ストトスブルイベント
の対処には，社会的スキルが必要で、あり、 IJ己
のスキノレにおいて，対処か難しいと，人!日j関係
の深化を回避する傾向があると述べてドる本
研究におし、ても，そのストレス場面に対応ナる
社会的スキルの程度が。丹}し、るコーピンググ}種
類に影響したと考えられる.今後以 Fの点を柏
討してし、く必要がある.
-個人のパ-'/ナリティーとストレスの感じ }j
-対人ストしス種類とコ~-ピングの種類の関連
・対人ストレスコーピング体験の個人への影響

また、本緋?グヲ結束力込ち，冒険教育ブログワ
ムを行うにあたって，実習前に班員間の理解を
深める括動を取り入れた幻，斑で実習前;こ拘束
事の取り決めを行うなど、ぴ)，全員がより J占的し
やすい環境を作る工夫が，より「ポジテ/プ関
係コーピンクコに繋がり，実習の効果をい β る
三杢ができると考える‘
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